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COMERCIAL TOYOについて
• 1982年創業
• メキシコ全土に78拠点
• 従業員数 659人
• 日本及びアジア食材、酒類、
キッチン関係商品の
輸入、卸売業、小売販売、
メキシコ食材輸出

▸日本の主要サプライヤーは国分グループ



メキシコの食
• メインはトウモロコシ(トルティージャ)、豆、米、小麦
• アボカド、チーズ、トマト、レモン、唐辛子、揚げ物、そして
甘い飲み物、デザートが大好き

• 魚介類の消費量1人1年 13KG (日本は23KG)
• よく飲まれるお酒はビール、テキーラ、ワイン
• 辛いもの好き、全て辛いわけではない

↓
料理が運ばれてくると薄味なことが多い
各自が好きなサルサを足して食べるのが常識



メキシコでよく食べられる魚介
マグロ、サーモン、レッドスナッパー(鯛)、ティラピア、
バサ(ナマズの一種)、ロバロ(スズキに似ている)、マヒマヒ
海老、イカ、スリミ
トスターダ (揚げたトルティーヤ
の上にマリネしたマグロ等が載っ
ている)

ソテー 衣を付けて揚げた切り身



メキシコで日本食は人気
• 日本食レストランの数  7120軒 世界5位
     (2023年農林水産省調べ)
• 弊社の卸登録   7000～8000軒 (毎月ご利用のある方)

• とある日のUberEats  Tacos 498, Sushi 416, Pizza 361, Chinese 63

• メキシコでよく見かける日本食メニューは、
→寿司、ラーメン、焼き飯、天ぷら、、、ですが

       →現地化します 



メキシコで人気な日本食メニュー



メキシコではいくらになるのか
日本 メキシコ

グリコポッキーアーモンドクラッシュ 170円 32ペソ (234円)

マルちゃん製麵カップ正油 260円 49ペソ (358円)

亀田の柿の種 240円 56ペソ (410円)

あずま極小一番(納豆)3個入り 100円 29ペソ (212円)

ハウスレトルトジャワカレー中辛 270円 59ペソ (432円)

月桂冠大吟醸300ML 550円 211ペソ (1544円)

商品代＋海上輸送費＋関税＋通関手数料＋国内輸送費＋諸経費
＋ものによっては付加価値税、酒税、砂糖税、etc



メキシコは意外と物価が高い
• 外食予算 (1人あたり)

• メキシコ料理 2000円～
• イタリア料理 3000円～
• 日本料理 3000円～

• マクドナルドのビッグマック 982円 (日本は480円)

• インフレ率
• 円安

日本食は確かに高いが、日本食だけが
高いわけではない。何でも高い。



メキシコへの輸出にあたって
• コンテナが出てからお店に商品が並ぶまで3カ月
海上→通関→出荷作業(主にスペイン語ステッカー)→全国へ配送

→賞味期限は最低10か月ないと厳しい

• 初回輸入時に原材料配合比の情報が必要
→これにより輸入に必要な書類、証明書が分かり、関税率も決まります

• パッケージは日本語のままでOK、スペイン語ステッカーを現地で貼ります

• 着色料、添加物等で輸入NGはなし(着色料赤3は要注意)。牛肉(エキス含む)は検疫対象と
なり難しい。鶏・豚エキスはOK。乳が含まれた商品も場合によっては検疫対象

• 水産品の輸入には衛生証明書(農林水産省発行)と、菌検査証明書が必要でコスト高し

• ハラル、コーシャー対応必要なし。ビーガン、グルテンフリーも需要あまりないです



メキシコの食品表示

メキシコに着いてからステッカーを作成、
貼付しますので、出荷まで時間がかかり
ます。日本での作業は必要ありません



流行っているもの
ただし、ライバルは韓国他、アジア各国

若い人向けのデザイン、SNS映え、ドラマやアニメ
に出たもの、辛いもの、甘いもの



日本からの重点商品とホットな話題
• ラーメン商材
• 解禁から2年たった日本産米の状況
• 和牛
• トランプ関税の問題
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